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チーズまんじゅう はい！チーズ
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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

チーズまんじゅう はい！チーズ
⾦賞

チーズの⽩さとパッケージの⽩さがリンクしていて良い

デジタルマーケティングを重要視して、ニーズに対応している

幅広い購買層を⽬指した商品に仕上がっている
パッケージがスタイリッシュで、適切な広報戦略をしている

商品づくりに対し、安全性に配慮した考え⽅に好感が持てる

競合する商品も多い中、割⾼に感じる
京都発である旨が分かりやすく伝われば良い

「宿場町城陽」とチーズ饅頭のイメージが繋がりにくい

袋を開ける所にちょうど⾷品表⽰のシールが貼って開けにくい

保存料、着⾊料を減らす努⼒が⾒えてほしい

紙のパッケージは開けにくく切れ込みを深くしてほしい
ネーミングほど強くチーズ感は感じなかった

チーズが主張しすぎず、洋⾵と和⾵両⽅の良さを感じる
しっとりとした⼝あたり、⾷べやすい⼤きさが良い

第83回（2025年1⽉）

4.5%

総合評価は91点ですが、2点マイナスの89点で⾦賞を受賞しまし
た。チーズを前⾯に出していますが、チーズの癖や、⽣地の⽢み
が控えめな味わいで、和と洋の融合を感じるところなどが素晴ら
しいところです。

⼀⽅で、個包装の袋の切れ込みが⾷品表⽰のシールと重なって
おり開けるのに⼿間取るため、シールの改善をしてほしいなどの
意⾒もあり、改善の余地があると考えることができます。

4.5%

2.3%

2.3%

2.3%



■ 要因分布

■ 総評
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92%

91%

87%

92%

92%

92%

全要因において、90％前後でバランス良い結果となっ
ています。なかでも「内部的要因」「マネジメント・
PR要因」「ブランディング要因」「素材・安全性・そ
の他」は92％と最も⾼評価でした。「内部的要因」は、
あっさりしてチーズケーキのように⾷べやすいなどの意
⾒。「マネジメント・PR要因」は、広報・広告に⼒を
⼊れていることを感じるなどの意⾒。「ブランディング
要因」は、消費者に寄り添う優しさを感じるなどの意⾒。
「素材・安全性・その他」では、原材料のこだわりが⾒
えるなどの意⾒が素晴らしいところとして挙がっていま
した。⼀⽅で、「市場要因」は、チーズ好きにもっとア
ピールできるのではなどの意⾒があり、今後も⼯夫の余
地があると考えることができます。

まず、有限会社松屋社⻑並びに「ちーずまんじゅうはい！ちーず」開発並びに製造ご担当者様に⼼から
御礼申し上げます。

パッケージから、シンプルなローマ字を中⼼としたデザインが、お洒落で現代⾵でありハイカラな印象
を受け、チーズとまんじゅうの和と洋が合わさった味わいを期待させます。
封を開けるとしっとり⽣地のほのかな⽢い奥⾏のある⾹りと、チーズの塩味や乳のコクのある⾹りがし

て、ほろっとした⾷感からひとくち⼝に含むと優しい⽢みと⼼地よい塩味がハーモニーを醸し出し、噛め
ば噛むほど幸せが広がりました。コクがあるのにあっさりとした⾷べやすい上品な味わいになっています。

マネジメント要因としては、、デジタルマーケティングを重要視しているところや、SNSを⼗分に活⽤
しているところなどが素晴らしいところとして、評価されています。

ブランディング要因としては、取引先や消費者に信⽤、信頼を築く⼀助となるための施策と考えている
ところや、歴史ある⽼舗で消費者に寄り添う優しさを感じることなどが素晴らしいところとして評価され
ています。

安全⾯に関しては、JFS規格認証に向けて取り組んでいることなどが評価されています。
素材や製造の⼯夫に関しては、洋菓⼦の素材を和菓⼦の記事に落とし込むことなど難しい技術を⽤いて

いるこだわりが評価されています。
⼀⽅で、個包装の封を開ける時に、切れ込みがあっても⾷品表⽰シールが引っかかり、開けにくいと

いった意⾒がありました。⾷品表⽰シールの向きを変える。あるいは、切れ込みを深くすることや、サイ
ズを⼩さくするなど、消費者への更なる想いが伸びしろとして挙げられます。
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

茶⾊が中⼼の焼き⾊をしており、
周辺部になるほど⽩みが⽬⽴つ。

透明感はなく、後ろの物が透けな
い。

表⾯の中⼼は濃い茶だが、周辺部
は淡く⽩みが多くなる。

丸く円形の形態。

直径、5㎝ほどの⼤きさで、⼤⼈
が⼤⼝を開けると1⼝で⾷べれる。

まんじゅう⼀般の⽢さを期待させ
る次元。

⽣地のほのかな⽢みと、チーズの
⾹りが合わさった匂い

個体ではなく、ゲル状や液体など
柔らかな⾒た⽬を思い起こす。

⽢いだけではなく、チーズの豊潤
さを期待させる匂い

落ち着いた柔らかい触感を思い起
こす匂い。

チーズの柔らかな⾷感を思い起こ
させる匂い。

和と洋のハーモニーを感じる匂い。

シンプルなローマ字を中⼼としたデザインが、ハイカラな感じがしてチーズとまんじゅうの和と洋が合
わさった味わいを期待させます。

パッケージのなかから、個包装の封を触ると和紙の⾼級感あふれる⼿触りを感じますが、開ける時に表
⽰ラベルが引っかかり、シールをはがして切り込みを動かす時に⼿間取ることがあります。
封を開けて商品を取り出すと、5㎝ほどの丸い円形で和菓⼦のまんじゅうの形をしており、⽢そうなお
菓⼦を期待させます。
臭いをかぐと、⽣地のほのかな⽢い⾹りと、チーズの塩味や乳の⾹りがしており、⼝に含むと⽢みと塩

味が丁度よいハーモニーを醸し出す期待を持たせます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

チーズの酸っぱさをほんのりと感
じる。

苦味はほとんど感じない。

チーズや⽣地の旨味を感じる。

まんじゅう⽣地の⽢みをほんのり
と感じる。

チーズの塩味を感じる。

チーズケーキと違った、⽢⾟い味
わい。

⽣地の⽢い⾹りと上品なチーズの
⾹りが⼝に広がる。

常温だけでなく冷蔵庫で冷やした
り、オーブンで温めても楽しめる。

⻭がなくても⾷べることができそ
うな柔らかさ。
湿り気を感じるが、急いで⾷べる
とこぼれる。

粘り気はほとんどない。

柔らかい触感がする。

咀嚼⾳が⽬⽴たず、静か。

ムシャムシャとした咀嚼⾳をかす
かに感じる。

1⼝⼊れると、⾷前感と同じく⽣地の⽢みとチーズの味わいが合わさった味わいを感じます。味わいは、
⽢さやチーズのくどさを抑えた、あっさりとした味わいになっており、まんじゅうよりも上品なチーズ
ケーキに近い味わいになっているため、濃厚な⽢さや濃厚なチーズの味わいが苦⼿な⼈でも⾷べやすい味
わいになっています。

さらに、商品説明書に「アルコールとの相性からワインにも合うお菓⼦。」と書いているなど、味わい
が控えめなため、⾊々な⾷べ物や飲み物の味わいをひきたてる期待を持たせる味わいがします。

また、⾷感も柔らかく⻭がなくても咀嚼でき、かすかにムシャムシャとした咀嚼⾳がありますが、静か
で落ち着いた味わいを楽しむことができます。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

チーズの⾹りがふんだんに広がりつつ、⽢い⾹りがほのかに残
る味わい。

都会的で、ハイカラな感じを思い起こす味わい。

普段⾷べないような組み合わせで、⼼地よい味わいを感じたい
ときに⾷べたいお菓⼦。

お⼟産や⼤切な⼈に渡すだけでなく、⾃分へのちょっとしたご
褒美にもお酒と⼀緒に⾷べたい味。

五味 評点

酸味 3

苦味 1

うま味 3

⽢味 3

塩味 3

広義の味 評点

チーズ味 4

和菓⼦の味 3

しっとり味 4

斬新な味 4

芳醇な味 4

五感 評点

視覚 3

聴覚 2

触覚 3

味覚 5

嗅覚 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

商品⾃体は、和菓⼦と洋菓⼦両⽅の要素があり和洋折衷が⾯⽩いことや、⾷べやすい⼤きさになっている
ところなどの意⾒が挙がっていました。

味わいは、パサパサせずしっとりとした⾷感や、まんじゅうというよりも⼩さなチーズケーキのような味
わいに感じるところや、チーズの味わいが芳醇で中がトロリとしておいしいところや、お酒に合いそうなと
ころなどの意⾒が挙がっていました。

広告、広報全般に関しては、広告予算のある程度の確保や、広報担当者の配置などが素晴らしいところと
して挙がっていました。

インターネットを使った要因としては、デジタルマーケティングを重要視しているところや、SNSを⼗分
に活⽤しているところなどが素晴らしいところとして挙がっていました。

お酒のおつまみ需要のトレンドに⼊りそうなことや、幅広い購買層を僧に好まれる味わいにしていること
などが素晴らしいところとして挙がっていました。

⼀⽅で、ちょっと買ってみたいと思っても少し⾼いと感じることや、競合する商品の多いなか割⾼に感じ
るなどの意⾒が惜しいところとして挙がっていました。

ポップで分かりやすいシンプルなネーミングでインパクトがあることや、スタイリッシュでシンプルかつ
お洒落なパッケージなどが素晴らしいところとして意⾒が挙がっていました。
⼀⽅で、個包装の封を開ける時に、切れ込みがあっても⾷品表⽰シールが引っかかり⼿間取るところなどが
惜しいので、⾷品表⽰シールの向きを変える。あるいは、サイズを⼩さくする⼯夫などあれば良いのではな
どの意⾒が挙がっていました。

ブランディングを、取引先や消費者に信⽤、信頼を築く⼀助となるための施策と考えているところや、歴
史ある⽼舗で消費者に寄り添う優しさを感じることなどが素晴らしいところとして挙がっています。

⼀⽅で、チーズ饅頭は宮崎名物なので京都の「宿場町城陽」との関連性が⾒えにくいため、京都発である
ことが分かりやすく伝われば良いという意⾒や、商品の開発もストーリーをホームページなどに乗せて⾒た
らよいのではなどの意⾒が挙がっていました。

安全⾯に関しては、イカリ消毒の⽉検査実施や、定期的な監査調査、放射性物質検査の取り組み、農薬検
査があるところ、安全性に配慮した保存料の使⽤などが素晴らしいところとして挙がっており、今後のJFS
規格認証に期待する意⾒も挙がっていました。

素材や製造の⼯夫に関しては、洋菓⼦の素材を和菓⼦の記事に落とし込むことなど難しい技術を⽤いてい
るこだわりが素晴らしいところとして挙がっていました。
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